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8
月
8
日
〜
9
日
、
都
道
府

県
・
指
定
都
市
老
連
に
お
け
る
中

心
的
リ
ー
ダ
ー
や
若
手
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
、
名
古
屋
市
老
連
か
ら
3
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

【
1
日
目
】

　

は
じ
め
に
松
寿
全
老
連
副
会
長

か
ら
「
会
員
数
の
減
少
」「
新
地

域
支
援
事
業
へ
の
関
わ
り
合
い
を

増
や
す
」
に
い
か
に
対
処
し
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
谷
野
全
老
連
事
務
局
長

か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展

に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
高
齢
者

を
取
り
巻
く
状
況
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案
等
に

つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
横
浜
市
都
筑
区
、
大
阪
府
高

石
市
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
活
動
報
告
の
中
で
、
解
散
ク

ラ
ブ
の
情
報
を
早
く
つ
か
み
、
い

ち
早
く
対
処
す
る
こ
と
が
解
散
ク

ラ
ブ
の
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
2
日
目
】

　

込
山
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興

課
長
か
ら
「
介
護
保
険
制
度
を
め

ぐ
る
施
策
の
動
向
と
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
、
今
後
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業（
活
動
）

が
新
地
域
支
援
事
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
、
市
町
村
に
積
極
的

に
働
き
か
け
ま
し
ょ
う
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
市
町
村
で
進
め
る
、

Ａ
新
設
の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
、
Ｂ
解

散
ク
ラ
ブ
の
防
止
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
全
体
会
で

代
表
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
齊
藤
全
老
連
常
務
理
事

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
「
自
治
会
と

仲
の
い
い
ク
ラ
ブ
は
元
気
が
い

い
、
元
気
が
い
い
ク
ラ
ブ
は
人
が

集
ま
る
」
と
活
動
報
告
の
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

中
村　
　

正
）

（
研
修
委
員　

小
林　

洋
子
）

名古屋市2万人会員増強運動

「なごやかクラブ名古屋」～広げよう仲間づくりの輪～ 11
◆『平成２９年度全老連活動賞』受賞クラブの紹介
　老人クラブは、地域の状況に応じた多様な活動に取り組んでいま
す。全老連の『活動賞』は、これらの活動の中で、特に他の範とす
るにふさわしい先進的な取り組みを行っている単位クラブまたは連
合会に対し授与されます。
　今年度は、「上野学区長寿会 ( 千種区）」、「明徳会グランドゴルフ
クラブ（名東区）」、「相生山緑会（天白区）」が受賞しました。
　今回は、「相生山緑会（天白区）」の取り組みを紹介します。

◆　　　　　　◆　　　　　　◆
　相生山緑会は、会員数３７名で構成されています。
　相生山緑会は、町内会や愛護会等多くの地域団体と協力してボラ
ンティア活動を行っており、地域での広がりや結束の強さが感じら
れます。

　町内会・区政協力委員
会と協力してクリーンキ
ャンペーンを行うととも
に、老人クラブとしては、
東海橋線第 4街路樹愛護
会を設立し、毎月第 1日
曜日午前 9時から 2時間
程度清掃作業を実施して
います。

　また市老連として力を入れている独居老人訪問
や買い物支援、見守り訪問等の友愛活動に熱心に
取り組んでおり、地域での期待も高まっています。
　世代間交流の一環として、小学６年生の課外授
業として戦争体験を語る講座に参加しています。
『戦争と平和を考える』をテーマに平成 24 年度
から毎年講座を担当しています。
　スライドを投影しながら当時の状況を説明しま
すが、子供たちは、ペチャペチャとおしゃべりもせず、真剣に聞き
入っています。ただ「モンペ」等現代の子供たちが使わない言葉に
ついては、その意味についての質問が飛んできます。
　一方、老人クラブ主催の「震災対策講話会」「防犯・交通安全の
講話会」などを開催していますが、老人クラブ会員だけでなく、町
内会にも参加を働きかけ、参加してもらうことにより老人クラブの
活動を理解してもらうとともに、老人クラブへの入会につなげてい
ます。
　会員の減少が続き厳しい状況の中で、意義ある活動を継続するこ
とにより、老人クラブの増強を図っています。
　八木会長は、「老人クラブへ入る人が年々少なくなってきている。
地域に広がる行事、みんなが喜ぶ行事、魅力ある行事を老人クラブ
が実施して、地域とともに活動していきたい」と話されていました。

八木会長

第35回 都道府県・指定都市老人クラブリーダー中央セミナー 〜東京・新霞が関ビル全社協会議室〜

　
全
老
連
は
、
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
、
多
様
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て

「
活
動
賞
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
名
古
屋
市
老
連

で
は
、
次
の
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

	
	

	

◎
活
動
賞

　

上
野
学
区
長
寿
会
（
千
種
区
）		

　

明
徳
会
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
名
東
区
）

　

相
生
山
緑
会
（
天
白
区
）		

◎
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　

む
つ
み
北
ク
ラ
ブ
（
南
区
）

平成 29年度
全老連「活動賞」受賞


